
− −２５

数と式②
第2学年

連立方程式

問題：自宅 学校ま 6400m 道 を 自宅 バス停Aま 歩 こ バス停Bま バス 移
動し 後 学校ま 歩く 全体 40分 っ 歩く速さ 毎分50m バス 速さ 毎時15㎞

バス停B 学校ま っ 時間 自宅 バス停Aま っ 時間 2倍 あっ
自宅 バス停Aま っ 時間 バス停A バス停Bま っ 時間 何
分 求め さい

文章題の数値や文字を使 問題を解決 るための連立方程式を立
式 るこ ない

目標 内容 ※太字 次ページ 詳細を掲載

・連立方程式 そ 解 意味
・加減法 よ 連立方程式 解 方
・代入法 よ 連立方程式 解 方
・連立方程式 利用

文章題 中 数量関係を読み取 ため 図や表を
用い 場面を視覚化し 問題を解決す ため 連立方
程式を立式

図や表を用い 場面を正しく
表現す い

何 何を＝ イコール
いい ？ 何 x 何 y ？

文字を用い 数量関係を表現す
い

閣方程式

閣連立方程式

閣二次方程式

学習内容 単元名

文章題 数値や文字を使 問題を解決す ため 方程式を
立式す い

文章題 数値や文字を使っ 問題を解決す め 連立方程
式を立式す こ い

文章題 数値や文字を使 問題を解決す ため 二次方程
式を立式す い

ま の実態

第1学年

第2学年

第3学年
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立式す た 必要 を選択し、そ を図や表 を用い 視覚的 整理、説明す 活動
文章題 内容を図や表を用い 表現す こ 、多様 アプローチを っ 立式す 活動
班学習 互い 意見を聞き、自分 違う考え方を知った 、教え こ 自分 考えをま
た す 活動

・文章題を図 表 両方を用い
表現す こ 視覚的 整理
す こ 場面内 数量
関係を やすく

・等しい数量関係を文字を使
表すこ や 連立方程式 し
立式す こ う

活動 らい▶・立式す 必要 数量関係を視覚化し 説明す こ
・文章題 中 数量を図や表 視覚的 表すこ 等しい数量関係を 連立方程式を立
式す こ

・数量関係を図に表す に 線分図 ２つ 数量 例：時間 距離 こ 部分に対応し い
を明確にす

・数量関係を表に表す に 項目を ように配置す 整理しやすい を生徒に考えさせ
・図 表 式を比較し こに結び付い い を考え 場を設定す

期待さ 生徒の姿

情報を整理す

道 を す Ｂ400m
使え

表 中 自宅 バス停A 時間
図 いう 一番左 部分 対応す

合計の距離：50x＋250y＋50×2x＝6400

合計の時間：x＋y＋2x＝40

合計 40分 い
情報 使え う

立式す

・自宅 学校の間にA Bのバス停 あ
・全体の道の ：6400m
・自宅→Aの時間×2＝B 学校までの時間
・全体で40分
・歩く速さ：毎分50m バスの速さ：毎時15km

全体 道 わ
い け バス停間
わ い あ

わ い いバス停
間 時間をx y し
う

自宅 学校 間 バス停
あ

速さ わ い

図や表 整理す
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